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＜連絡事項＞

■ふれあい秋祭りについてのお知らせ
開催日:平成26年9月13日（土）10：00～16：00
目的：地域の方々に精神医療・福祉について理解して頂く機会とし、患者様・利用者様が楽しめるような場を提供する。
職員は参加するようにお願いします。

■当院西病棟へ入院中である中川原義雄様が､8月19日14:00～16:00､8月20日10:00～11:30デイケアを見学予定。

■摂食･嚥下リハ研修会の案内が来ています。希望者はコメディカルG佐藤SGMまでご連絡お願いします。

■8月21日14:30～デイケアにて防災訓練を実施予定。18日･19日16:00より打ち合わせ･練習を

行う為､業務に都合がつく方は参加してください。

■9月3日　防災訓練にて､消火器･消火栓･オリローの訓練を実施予定。通所からは小林SGM･小屋敷さん･會津さんが参加予定です。

＜利用者様情報＞

高田　マキ　様～本人より､新人職員3名に対して苦情があるとのことで､管理者同席にて面談を実施。話し合いが始まると同時に｢人のこと悪く言って何が楽しいわけ？｣｢そういう態度で給料もらっているわけ？学生気分なんじゃないの｣等と一方的に話し始めている。また､時折､話の内容とは関連のない話をすることがある。新人職員の態度について謝罪をし､悪口を言ったということは事実ではないことを伝えると､最終的には謝罪を受け入れ､新人職員が悪口を言っていないことも信じると話している。話し合いを終えると､すっきりとした表情で過ごしている。

川村　享　様　～左足の疼痛が続いていることを訴えており､8月18日に整形外科を受診してくることを話している。受診した際は､どのように対処すべきか確認していただくよう伝えている。

小笠原　富治様～靴擦れにて傷が認められ､バンソーコーにて処置が行われているが､状態が悪く､運動療法に関しては見学を促している。｢靴が硬いんだよ｣等と､靴が合わないことも話している。運動療法に参加しようとすることが目立ち､随時職員より声をかけている。また､食器洗いをしていたことで服薬を忘れることがあったが､職員が声をかけることで服用することが出来ている。

鈴木　真知子様～お盆の時期に自宅への外泊を希望し､昨日､保護者である姉へ青風荘職員同席にて電話連絡を実施。姉より､仕事で時間が取れないことを説明されると､｢一人でタクシーに乗って行く！｣等と怒鳴ることがあり､青風荘職員が電話を代わり､姉へも確認した上で､再度本人へ説明。しかし､納得が出来ない様子があり､本日朝も｢一人で行ってくる｣等と訴えている。本人の感情や訴えを傾聴し､所在確認を徹底していく。

稲垣　ふき　様～お盆の件について､妹様へ昨日夜遅く､｢家族へ電話をしたい｣と話すことがあり､夜遅い為､明日以降に電話連絡することを勧めると､納得している。

長瀬　紘一郎様～生活保護受給中であるが､NHK放送受信料を支払っているとのことで､生活保護受給者は支払いの必要がないことを説明。市役所にて手続きすることを勧めている。

倉石　ヨシエ様～朝より胸痛を訴えており､バイタル確認を実施。血圧･体温等に異常はない。本日昼頃､痰がらみが認められ､痰を吐き出している。その後､水分補給することで痰がらみが治まったが､疲労感が強い様子でテーブルに伏せていることがあり､職員の見守りを行っている。食事については､主食･味噌汁のみ摂取しており､食欲も低下している様子であり､常時職員より見守りを行い､関係機関へも情報提供していく。

＜外来情報＞

野月　利章　様～排尿時の疼痛･排尿困難､オレンジ色の尿が出ること等を訴えており､水分摂取が不足している可能性がある為､しっかりと水分補給をするよう主治医より説明。また､薬剤調整を実施（ジアゼパム(2)3Tを中止し､ロラゼパム(0.5)3Tを追加）。
＜事例検討＞

小野寺　ノリ　様（79）　主病名：統合失調症　　合併症：高血圧･脂質異常症･便秘

　主治医：深澤Dr

検討内容目標と計画の見直し

長期目標認知機能、身体機能の低下を防ぎ、現在の生活を続ける。

中期目標認知機能､身体機能の維持。

短期目標①忘れずに自ら日課に取り組む。

②食事摂取量の低下を防ぎ、維持または増加。

実施計画①日課の取り組み状況観察。忘れている際は声掛けをし、自ら取り組んでいる際は評価。

　　　　　特に朝の日課（来所時の出欠簿の記入、体温測定、昼食のメニュー記入）や食事の際にコップに水を準備することが出来ているか観察する。　　

②食事摂取状況を観察し、摂取量を減らさない。食後はうがい、義歯洗浄を促す（口腔内に食塊の溜め込みがある為）。
現状・検討

・日課は忘れていることが多く､職員の声かけを要している。声をかけると､拒否なく行うことが出来ている。

・飲み込みに時間がかかる為､食事は早めに食べ始めている。H26年7月に増薬するも変化はなく､主治医より嚥下機能訓練について指示がある。

・口腔内に食べ物を溜め込んでしまうことがある。義歯と歯茎の間にも溜まることや､義歯が取れやすいこと等から､青風荘職員が同伴して歯科受診していただくよう検討する。

・食後のうがいや義歯の洗浄は､職員が声をかけなければ行うことはない。

・食事については､主食はすべて摂取しているものの､主菜･副菜については2～3分の1程度摂取している。

・服薬については､時々飲み込むことに時間がかかってしまい､15分程口腔内に溜め込むことがある。

・嚥下訓練について､本人へ個別的に勧めているが､一人で行うことが恥ずかしい様子で､｢そんなの出来ないよ～｣と断ることが多い。他利用者様の中にも､嚥下訓練を要している利用者様がいる為､嚥下訓練の対象者を検討し､嚥下訓練のDVDを流す･食事摂取後に口腔ケアを実施する等の嚥下訓練の実施を検討していく。

・認知機能については､低下が著しく､毎日決まって実施する日課についても忘れていることや､声をかけないとボーっとしていることが目立つ。着替えや食事等は一人で行える。また､周囲が日課を行っている姿を見て､職員へ｢何をしたらいいかな？｣と聞くことも出来る。忘れないで自ら日課を行うことは困難な部分もある為､職員に聞きながら行うことにしてはどうか。

目標・計画の変更

・短期目標　　①忘れずに自ら日課に取り組む

⇒①自分から日課に取り組み､分からない時は職員に聞くことが出来る。

・実施計画　　①日課の取り組み状況観察。忘れている際は声掛けをし、自ら取り組んでいる時は評価。特に朝の日課（来所時の出欠簿の記入、体温測定、昼食のメニュー記入）や食事の際にコップに水を準備することが出来ているか観察する。

　⇒①自分から日課に取り組むようにする。何をするか分からない時は､職員に聞く。それでも忘れている時は､職員に声を掛けてもらい､日課に取り組む。

※実施計画については､これまで｢職員が､（利用者の）目標を達成する為に実施する計画内容｣として記載されていたが､今後は｢利用者が､目標を達成する為に実施する計画内容｣を記載することとする。
